
〇

〇法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
〜
二
百
八
十
四

（
略
）

一
〜
二
百
八
十
四

（
略
）

二
百
八
十
五

ス
ラ
タ
デ
ノ
ツ
レ
ブ

（
新
設
）

二
百
八
十
六
〜
二
百
八
十
八

（
略
）

二
百
八
十
五
〜
二
百
八
十
七

（
略
）

そ

の

他

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の

は
、
こ
れ
を
削
る
。

改
正

後
改

正
前

（
別
紙
２

17
ず
わ
い
が
に
太
平
洋
北
部
系
群
）

（
別
紙
２

17
ず
わ
い
が
に
太
平
洋
北
部
系
群
）

第
１
・
第
２
（
略
）

第
１
・
第
２
（
略
）

第
３
資
源
管
理
の
目
標

第
３
資
源
管
理
の
目
標

１
目
標
管
理
基
準
値










243ト
ン
（
最
大
持
続












生
産
量
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
親
魚
量





















（
成
熟
し
た
雌
の
資
源
量
を
い
う
。
以
下
こ
の





















別
紙
に
お
い
て
同
じ
。））













２
限
界
管
理
基
準
値










105ト
ン
（
最
大
持
続












生
産
量
の
60パ
ー
セ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に





















必
要
な
親
魚
量
）










３
禁
漁
水
準
値








15ト
ン
（
最
大
持
続
生
産
量














の
60パ
ー
セ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
親
魚
量
）



















令
和
元
年
（
2019年

）
の
資
源
量
（
令
和
２




















年
（
2020年

）
資
源
評
価
に
お
い
て
436ト

ン
）





















を
、
法
第
12条
第
２
項
に
規
定
す
る
、維
持
し
、





















又
は
回
復
さ
せ
る
べ
き
目
標
と
な
る
値
と
す
る





















（
自
然
死
亡
率
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
予
測





















す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
同
条
第
１
項
の
規





















定
に
基
づ
く
目
標
値
の
提
案
が
困
難
と
さ
れ
て





















い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
第
１
項
と
異
な
る
目
標





















を
定
め
る
も
の
と
す
る
。）。
た
だ
し
、
資
源
評





















価
の
精
度
の
向
上
に
よ
り
、
よ
り
適
切
な
目
標





















を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を





















見
直
す
こ
と
と
す
る
。












第
４
～
第
９
（
略
）

第
４
～
第
９
（
略
）
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〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
条
第
十
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
六
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
五
十
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、資
源
管
理
基
本
方
針（
令

和
二
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
六
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
厚
生
労
働
二
四
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
資
源
管
理
基
本
方
針
の
一
部
を
変
更
す
る

告
示
（
農
林
水
産
七
五
六
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば

太
平
洋
系
群
、
ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば
対

馬
暖
流
系
群
、
ず
わ
い
が
に
太
平
洋
北
部

系
群
、ず
わ
い
が
に
日
本
海
系
群
Ａ
海
域
、

ず
わ
い
が
に
日
本
海
系
群
Ｂ
海
域
、
ず
わ

い
が
に
北
海
道
西
部
系
群
、
ず
わ
い
が
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
、
ま
だ
ら
本
州
太
平

洋
北
部
系
群
、
ま
だ
ら
本
州
日
本
海
北
部

系
群
、
ま
だ
ら
北
海
道
太
平
洋
並
び
に
ま

だ
ら
北
海
道
日
本
海
）
に
関
す
る
令
和
八

管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表
す
る
件

（
同
七
五
七
）

〇
登
録
調
査
機
関
の
調
査
業
務
を
行
う
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

（
特
許
庁
一
〇
）

〇
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行

規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
水
域
を
指

定
す
る
件
（
国
土
交
通
六
七
四
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
官
庁
報
告
〕

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
九
三
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他


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